
高校・短大・大学 同窓生関連の最近の話題 
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ＨＰの更新状況から 

 

○高等学校関連 

 11.18  高校同窓会定期総会 

 

〇短期大学関連 

    1.07 ふみあと公開録音会 

 

○大学関連 

  12.03 酪小獣九州ブロック 

   1.10  緑風会総会懇親会 

  

〇地区支部同窓会関連 

  12.02  栃木県支部総会 

  12.13 釧路第二同窓会 

 1. 20 日高第二支部総会 

 1. 27 十勝支部総会 

   1. 27 長野県支部総会 

   2..24  熊本県支部総会 
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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

 11月18日(土)に、5年に1度行われ

る、とわの森三愛高等学校同窓会 第

5回定期総会（代議員総会）・定期懇

親会が、ホテルエミシア札幌で行われ

ました。 

 定期総会では、事業報告や決算報

告、会則の一部改定などが審議され、

すべての議案が可決されました。 

 その後の懇親会では、同窓生、旧職

教員、現職教員、ご来賓含めて、140

名の方々にご出席いただきました。ゲ

ストにＨＢＣラジオパーソナリティと

してご活躍の大森俊治さん（5期生）、9月に

新作アルバムも発売されたシンガーソングラ

イターの住岡梨奈さん（17期生）をゲストに

お迎えしたほか、豪華賞品があたる抽選会も

企画しました。（抽選会のＢＧＭには、今も

女子の体育授業で使用されているエアロビク

スの曲を流すと「懐かしーい！！」との声が

あがりました！） 

 会場にはとわの森三愛1期から26期までの卒業

アルバムを用意し、歓談中にご覧になった皆さん

で盛り上がっていました。会の終わりには、校歌

と、讃美歌４５３（聞けや愛の言葉）をうたい、

和やかな雰囲気のなか終了いたしました。 

 お越しいただいた皆様はもちろん、今回残念な

がら欠席のご連絡をいただいた皆様、出欠ハガキ

にメッセージを書き添えてくださいました皆様、

心より感謝申し上げます。また５年後も、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

編集後記 4 
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２０１６年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，５８５名 

 大   学 計   ２９，４１５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   １９，７９６名 

 合 計 計   ６０，２８３名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

  ９２，０００名 

   総合計  

 １５２，５８６名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（１）(島根) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（１) 

とわの森三愛高校同窓会定期総会・懇親会報告  



北海道第三(道南)地区会報告  

１１月１８日（土）１１時から八雲駅傍の「まるみ食堂」に

おいて、第６回となる道南地区会が開催された。北海道第３

地区では毎年１１月の第三土曜日に地区会を開催している。 

 安藤廣事務局長の司会進行で進められ、始めに地区会長の

都築信夫氏の開会挨拶が行われた。 

 本学からは酪農学園同窓会事務局 浦川が出席した。学園

資料紹介や同窓会資料をもとに「酪農学園同窓会」の全国組

織状況やホームカミングデー等の現況を紹介して北海道第三

（道南）地区内の未設置支部（後志第一・第二支部）の設置

推進をお願いした。 

 その後、八雲を中心にした１２名の出席者から自己紹介と

近況報告が行われた。 

 総会では都築地区会長から会則の名称変更等の提案があ

り、原案どおり了承された。役員構成も一部変更され、新た

に会計に荻本正氏、監事に佐藤龍彦氏が追加提案され、承認

された。        ～中略～ 

 最後は出席者全員で酪農讃歌を合唱して、最後に生出正実

氏（大学１期）の閉会挨拶で終了した。  

 

北海道第五地区釧路第二支部同窓会報告  

12月13日（水）午後７時から１０時まで、寿ゞ屋（標茶町

富士2丁目6番地）を会場にして忘年会を兼ねた同窓会が開催

された。参加者は14名。 

 当初の事業計画に基づき、行なわれた平成29年度同窓会で

あり、会員相互の近況報告や各種情報交換を行い、親睦を

図った。幅広い年代の方が参加（20代～80代まで）してい

ただき、また業種も様々（町議、酪農課、獣医師、JA職員

等）であった。 

 様々な話をする中で、より酪農学園同窓生の絆が深まっ

た。14名の参加のうち、久しぶりの参加者が数名おり、大変

有意義な会となった。母校酪農学園への訪問についても話題

となった。（文責 代表幹事：村上 史隆、幹事：高松 俊男） 

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

東北地区支部長会議報告 

去る9月30日（土）午後5時半から、十和田市内の「野の花 

焼山荘」を会場にして標記の支部長会議が開催された。酪農

学園から近雅宣常務、後援会から永田享常務、同窓会から小

山久一会長の3名、支部からは青森５名、岩手１名、宮城１

名、福島 ３名の総計１３名。 

 杉山東北地区会長の歓迎の挨拶に続き、来賓挨拶では同窓

会の小山会長が酪農学園同窓会の現況を紹介した。杉山地区

会長を議長として議事を進行した。議題では以下の活動状況

報告が各県支部長から行われた。 

 次に学園及び大学等の現況について近常務が紹介した。 

 東北支部ブロック長役員選任では、議長より、青森杉山氏

のブロック長（本部理事職）任期が本部規程（３ヶ年間）で

来年改選となる。前回の支部長会議で当職を各県持ち回りと

決議したことから次期ブロック長人事について指名いたした

いとの提案があり、次期ブロック長は岩手の鈴木氏と決定し

た。また、東北支部選任の本部代議員人事については、前議

案の決議により東北ブロック長が現在代議員の鈴木氏となり

本部理事に推挙されることから、東北支部代議員が１名欠員

となる。鈴木氏の後任としてブ宮城県の遠藤氏を推薦する

が、杉山氏の次期処遇も考慮する必要がある。次回東北ブ

ロック支部長会は、２年後岩手平泉市で執り行うこととし

た。会議終了後には懇親会が開催され、和やかな雰囲気の中

での交流が行なわれた。 

  

関東甲信越地区高校合同同窓会報告 

高等学校関東甲信越地区合同同窓会が11月12日の日曜日に

酪農学園東京オフィスで開催されました。 

 毎年行われている同窓会で今回が16回目の開催となり、

来賓として高校からは栄忍校長と真田昭好副校長・酪農学園

同窓会副会長(とわの森三愛高校同窓会長)浅野政輝様・酪農

学園同窓会関東甲信越会長の岡田勉様・同じく東京オフィス

所長の高澤靖様・とわの森三愛高等学校元教頭の伊藤茂生様

を迎え、ご来賓6名と同窓生21名の27名の出席で、和気あ

いあいの楽しい合同同窓会となりました。 

 



地区支部同窓会紹介コーナー            
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第５巻 第２号（通号５０号） 

   中国地区鳥取県支部総会  

 去る１１月１８日（土）、午後７時から倉吉市内にある「か

ば炉端倉吉店」を会場にして第４回となる平成２９年度の鳥取

県支部総会が１６名の出席により開催された。学園から野英二

副学長、同窓会から小山久一会長が出席した。 

 総会は田中久美子事務局長の司会で進行し、門脇文生支部長

の歓迎の挨拶で開会しました。議長選任では会則により門脇支

部長が議長となり、議事を進行した。 

 第１号議案として平成２８年度事業報告及び会計報告につい

て、事務局から資料に基づき説明し、拍手で承認した。第２号

議案として平成２９年度事業計画が報告され、同様に承認し

た。次に来賓挨拶が行われ、野副学長が学園の現況について挨

拶し、小山同窓会長からは同窓会の動向について紹介した。 

 総会後は懇親会が行われた。会場には今年度卒業した若い

OBも出席し、和気藹々とした雰囲気で和やかな歓談が続きま

した。最後には、「酪農讃歌」を全員で合唱し、集合写真を撮

影して懇親会を終了しました。 

   

 九州地区沖縄県支部総会報告 

 １０月１４日午後７時より 翌１５日に九州地区獣医三学会

を控えた沖縄県内ホテル飲食会場にて同窓会を開催しました。 

 熊本県から小嶋維男氏 鹿児島県から高坂嘉孝氏 佐賀県から

冨澤雅俊氏の３名と県内同窓生９名のあわせて１２名が集いま

した。小嶋氏からは後継者であるご子息が明日学会発表される

こと等、冨澤氏からはご本人が功労賞を授与される予定である

こと等、高坂氏からは喜界島の様子や、本業以外にもボラン

ティアで島の自然ガイドをされていることなど、各人から興味

深いお話をいただきました 。 

 県内同窓生それぞれも近況報告をして、酪農学園卒業生が多

方面で活躍されていることを互いに確認することができまし

た。３時間近く時間を惜しんで語り合い、酪農賛歌を合唱して

終了しました。（H２９年１１月１１日（文責 田中巧一）  

   九州地区宮崎県支部総会報告 

 11月25日（土曜日）17：00からホテルメリージュ（宮崎

市）において九州地区酪農学園同窓会宮崎県支部総会を開催し

た。総会には学園より榮忍とわの森三愛高等学校校長、同窓会

本部より小山久一会長をお迎えし会員9名が出席した。 

 会は支部長の司会で進行し、支部長挨拶、来賓紹介の後、本

年度事業報告と会計報告・監査、平成30年度事業計画案、収支

予算案が議決された。その後、榮校長より学園の近況、小山会

長より同窓会の近況についてご紹介いただいた。 

  最後に来賓・会員交えて同窓会（同窓生）の役割について

若干の議論を行い、本学とは遠方の当県であるが酪農学園の末

永い繁栄の為、卒業生が社会で活躍し社会に貢献することで、

本学の存在意義と重要性が示されるのではないかと意見が出さ

れた。 

 身近にできる具体的な活動としては「優秀な人材を大学へ送

り込む」「できる範囲で寄付を行う」こととした。 

 総会終了後、場所を居酒屋に移し懇親会からの参加者1名を追

加して総勢13名でなごやかに昔話や近況について語り合った。

その中で、総会参加者が余りにも少なすぎるという意見もあり

出席者全員がもう少し周りに積極的に声掛けをして本県卒業生

の強固なネットワーク作りをしていくこととした。それぞれが

学園に対する熱い思いを口にしてあっという間の懇親会であっ

た。 

 今回、少ない出席者ではあったがとわの森三愛高等学校から

大学の各学部・学科、短大卒業生まで幅広い年齢層であり、若

い方の参加者も見られたため今後の同窓会活動の明るい材料と

なった。二次会にはその勢いのまま5名が参加し時間を忘れ飲み

明かした。口々に総会以外に何かやりましょう！と家路に着い

た。今後の活動が楽しみである。（文責：小嶋聖） 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

あ と が き 

 

  ２００９年度から着手した新会則に基づく全国４７都道府県での

支部づくりが皆様のご協力により９年かけてやっと固まりつつあり

ます。これからは地区支部からのご要望をいただきながら全国ネッ

トワークをいかした同窓会活動が展開出来ればと考えております。 

 今後も会則の目的である、会員相互の親睦を深めながら、母校酪

農学園の支援を進めていきたいと思います。 

 酪農学園のような私立学校で全国４７都道府県に支部をもつ学校

は極めて珍しいことと思います。同窓生が全国津々浦々から集まっ

ている証拠でもあります。 

 単位同窓会（高校・短大・大学）と地区支部同窓会とで構成され

ている同窓会活動がより一層活発になるためにはどうしたらいいか

を今後時間をかけて議論していきたいと考えています。 

 また、ＳＮＳの利用やＨＰ、メール等の情報手段を活用しなが

ら、同窓生が気軽に利用していただける同窓会活動を目指していき

たいと思います。 

 全国各地の情報をお寄せいただければ、ＨＰ等で紹介させていた

だきますのでご活用下さい。（Ｕ） 

    

 

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

 １月 

   ７日（日） 「ふみあと」公開録音会  

  10日（水）   緑風会総会・新春懇談会（札幌） 

 13日14日  大学入試センター試験日 

  20日（土）  北海道第２地区日高第２支部総会 

  27日（土）  北海道第５地区十勝支部総会（帯広） 

  27日（土）  関東甲信越地区長野県支部総会（塩尻） 

2月 

 4日5日  大学第１期学力入学試験日 

  24日（土）  九州地区熊本県支部総会（熊本） 

  25日（日）  酪小獣中国研修会（岡山） 

３月 

   2日（金） 大学第2期学力入学試験日 

 11日（日） 中国地区島根県支部設立総会（出雲） 

 16日（金） 大学卒業式・学位記授与式（本学） 
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関東甲信越地区栃木県支部総会報告 

 12月2日(土)、3日（日）1泊2日の日程で第7回栃木県酪農学園同

窓会を開催した。栃木県は現在493名の会員が名簿登録されてお

り、同窓会は3年周期で開催されて来たが今回は前回開催から5カ年

が経過してしまった。 

  初日（2日）は15時30分より総会、16時00分より安宅先生より

「酪農学園の歴史とその役割」と題して講演を頂き、17時30分より

懇親会という日程で進められた。 

 開会の前にこの間亡くなられた会員の方々のご冥福を祈り黙祷を

捧げた。 

  同窓会総会の開会は、はじめに参加者全員による「酪農讃歌」の

合唱でスタートした。早々に総会が運び、安宅先生の講演では参加

者全員が関心を引いた。 

 その後の懇親会は早々に乾杯に入り、参加者ひとりひとりの近況

報告を行った。 

 二日目（3日）は希望者による「足尾銅山植樹」に出向いた。日

本最初の公害として取り上げられ、黒澤先生の恩師「田中正造」氏

がこの問題に尽力されたことを受けてこの催しが企画された。 

 最後に、この度も酪農学園、同同窓会をはじめとして多くの方々

にご尽力、ご高配を頂き、盛会に開催されたことに深く感謝いたし

ます。 

 今回はご来賓含め65名の参加でしたが、三年後の開催には更に多

くの参加者を集い、同窓会活動を盛り上げて行きたいと思います。   

                 （文責 事務局 加藤効示） 

ホ

本学卒業生,西寒水将（にしそうず たかまさ） 

助教が枡田賞を受賞 

 
 酪農学科第３８期（2000年度卒）、酪農学専攻修

士（2003年度修了）の西寒水将助教が、９月19日

（火）に京都大学で開催された第24回日本胚移植研

究会大会において、循環農学類の西寒水将助教（家

畜生産改良学研究室）が枡田賞を受賞しました。 

 詳細は大学公式ＨＰをご覧下さい。 


